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　昨今，新聞に「大学改革」という言葉が載らない日はな

いほど大学改革には社会の注目が集まっています．しかし，

「大学改革」の中身について皆さんの共通認識があるので

しょうか．政府の財政が苦しいため国立大学が財務的に自

立すること，日本のものづくりは元気がないのでイノベー

ションに直結する研究成果を出すこと，これらのために学

長のガバナンス強化が強調されています．しかし，これら

はいずれも大学の本来の「目標」ではなく，もっと高邁な

目標を目指すための「手段」の一つと思います．大学は本

来何を目指すべきか，社会から何を期待されているのか，

そのためにいかなる改革をすれば良いか，ということが実

は曖昧で，本質が捉えられていないように感じます．

　大学本来の「目標」が曖昧なままでは，研究や「目指す

将来世代の育成」のための教育とはどういうものかを考え，

改革の実現に繋げることはできません．欧州には数百年の

長い歴史がある大学がありますが，創立から今までの間に

は国の制度だけでなく，国さえも変わり，その間，危機感

と背中合わせで苦労し，悩み，現行の制度や考え方を創っ

てきました．その制度の表面だけを真似ても，源の魂が伴っ

ていないように思います．

　既に人類は，論文の peer reviewなど，研究者の知的好

奇心に基づいて「研究」を自立的に進める「科学のための

科学」の方法を編み出してきました．また学生が，教科書

に記載されている「専門知識の修得」の後，大学の研究室

に入れば，研究を進めることによる「課題解決」・「課題発

見」のための「研究を通じての教育」（とそれに伴う人格

の陶冶）も行われています．したがって，今，不足してい

て本当に行わなければならないのは，次の 2点ではないで

しょうか．

　①教育面では，今後も変容する社会情勢に対応し，心豊

かな社会創造に貢献する気概と能力をもつ将来世代に必要

な能力とは何かを明確にし，そのための「教育方法」の実

践的研究．

　②研究面では，社会的諸課題を解決するための研究「社

会のための科学」の立上げと，それらが自立的に推進され

るための方策．

　これらはいずれも，人類の宿命ともいうべき大きな課題

です．①はグローバル化が進む中，優秀な留学生を増やす

ためにも必要です．本学会も「医療のための研究や教育」

の観点から，本学会誌の発行を通じて，これらの一翼を担

うことができ，将来世代の育成にも繋がれば，大変幸いで

す．
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